
別紙２ （平成 29年度）
外 部 第 三 者 評 価 結 果 報 告 書

１ 外部第三者評価の実施体制

（１）事務局の構成

区 分 所 属 職 名 氏 名

事務局長 営農支援課 課 長 屋宜 宣由

副 参 事 伊志嶺 正人

班 長 大城 忍

主 任 技 師 内川 英幸

（２）外部第三者委員会の構成

区 分 所 属 職 名 氏 名

学識経験者 琉球大学農学部 名誉教授 上野 正実

消費者兼マスコミ － ﾌﾘｰｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 崎山 律子

先進的な農業者 指導農業士（南部） 指導農業士 新田 眞佐樹

若手・女性農業者 女性農業士（南部） 女性農業士 玉代勢 安子

農業関係団体 ＪＡおきなわ南部地区営農 農産部長 屋比久 吉信

振興センター

民間企業 琉球肥料株式会社 製造部次長兼 金城 保

技術普及課長

２ 外部第三者評価の実施実績

（１）対象普及センター名

南部農業改良普及センター

（２）外部評価の手順

時 期 実 施 事 項 場 所

平成 29年
4月 28日 評価実施センター選定（南部） 県庁 9第 4会議室

6月 19日 南部農業改良普及センターへの説明 南部農業改良普及ｾﾝﾀｰ

10月 18日 第三者外部評価委員への事前説明 県庁 9第 4会議室

10月 31日 現地調査（南部） 南部農業改良普及ｾﾝﾀｰ

12月～ 2月 評価結果取りまとめ 評価委員



（３）外部第三者委員会の具体的な進め方と内容等

南部農業改良普及センター

時 間 進め方と内容等 説明資料名 説明者

１０月３１日（火）

現地調査

09:00 現地集合・・南部普及センター 評価委員会資料 普及センター

１．新規就農者事例（糸満市真栄平）

２．かんしょ産地事例（八重瀬町具志頭）

３．マンゴー施設事例（八重瀬町東風平）

13:30 委員の紹介 営農支援課

13:35 管内概況説明 評価委員会資料 普及センター

１管内図

２管内の農業概況

３農業改良普及センターの業務内容

４普及指導活動体制

５普及指導活動の目標と実績

６課題推進のための協議会

13:45 普及活動事例報告 評価委員会資料 普及センター

１．新規就農者等の就農定着に向けた

取り組みについて

２．南部におけるゴーヤー生産振興に

向けた取り組み

３．肉用牛研究クラブの育成

14:30 ○質 疑 応 答 評価委員

14:50 委員聞き取り 評価委員

16:30 委員評価内容検討 評価委員

16:50 委員評価・感想 評価委員会会長

17:00 閉会



（４）外部第三者評価委員会における評価された事項、問題点として指摘された事項

①南部農業改良普及センター

項 目 評価された事項 問題点として指摘された事項（改善策も含む）

Ⅰ 【委員意見】

普及指導 ○普及指導計画および課 ○農業を巡る国内外あるいは地域内での変化が加速

計画及び 題設定はいずれの評価視 化・複雑化する傾向があるので、これらに対応でき

課題設定 点においても一定の水準 る計画の不断の見直しが必要である。3年間目での
について を満たしている。 計画見直しによって変化への柔軟な対応ができるよ

GAP等の新しい動きに うになっているが、同じ計画が設定される傾向があ

対する取り組みも始まっ る。中長期（5～ 10年）および短期（3年程度）計
ており、評価できる。 画の視点を明確に持って当たることが望まれる。

【改善策】

○近年、農業の政治的、 ○普及指導計画は、国の示す「協同農業普及事業の

経済的環境は危機の連 運営に関する指針」や県農林水産部で策定する「沖

続。その中で県の 21世 縄 21世紀農林水産振興計画」、「沖縄県協同農業普
紀ビジョンのもと安定的 及事業実施方針」に基づき、地域の実状に応じた課

な農業の担い手、おきな 題を設定し、普及活動を展開しております。

わブランドの確立に向け また、普及指導活動は、PDCAサイクル、積み重ね
て南部地域の環境を前提 の活動を基軸としており、単年度普及指導計画にお

にした普及事業振興が行 ける中間及び年度評価、普及基本計画（５カ年）の

われている。 年度評価や見直しを行い、次年度に取り組むべき、

緊急性、重要性、必要性の側面から課題や指導内容

○国の農研センターとの を精査し取り組んで参ります。

連携が取れている。

【委員意見】

○各機関との調整はとれ ○計画作成においてはアウトカム（Outcome）の視
ている。 点をより明確に盛り込むことが重要である。

【改善策】

○計画の上で実施され、 ○普及組織は、行政組織の中で最も地域に密着した

前年度より出来映えが良 部署であることから、支援対象及び関係機関と調整

くなったとの農家の笑顔 を深めながら普及指導計画等を立案しております。

が見られた。 課題によってはアウトカムが分かりづらいものもあ

るかもしれませんが、より明確に設定できるよう、

地域の実態把握やニーズの確認作業に取り組んで参

ります。

【委員意見】

○この 10年で販売農家数 15%減少し、少子高齢の
中で 40歳以下は産業人口の 8%となっている。その
現実を踏まえ、女性就業者・高齢者への視点を再検

証してはどうか。

【改善策】

○高齢者や女性就業者等の農業への参入支援は、農

業の担い手を確保する上で重要な取り組みであり、

就農相談や研修受入、個別指導や講習会、現地検討

会等への参加呼びかけ等、就農定着に向け取り組ん

でいるところです。また、講習会や情報提供におい

ては、高齢者等が見やすく、理解しやすい資料の提

供や、身体能力に適した栽培仕立方法の提案、見に



くい害虫の見分け方法等の指導助言及び情報提供も

行っています。

このような課題解決には、国や民間、あらゆる分野

の連携、創意工夫による取り組みが必要であり、女

性・シニア層の役割発揮等も含めて当普及センター

としても課題展開を検討して参ります。

【委員意見】

○南部は都市との交流が具体的にすすめられる有利

性がある。都市農村交流の問題も視野に再点検をし

てはどうか。特に子供達との接点をコーディネータ

ーとなり推進してもらいたい。

【改善策】

○普及センターでは、都市農村交流の取り組みとし

て、農業青年クラブやみなみの味グリーン・ツーリ

ズムの組織が主体的に取り組んでいる「食育」や

「農業体験ツアー」、「地元食材を利用した加工体

験」などに対し支援を行っているところです。

【委員意見】

○国、県、市町村、JA、農家にたどり着くまでの連
絡等において説明が途中で切れないよう広報誌等で

具体的な説明を農家に伝えてほしい。

【改善策】

○農家への情報提供につきましては、普及センター

だより(年３回発行)やホームページ等を活用した情

報発信及び栽培講習会や現地検討会では、展示ほ実

績や試験研究成果（普及に移す技術）、優良事例、

栽培技術、補助事業・法制度等の情報を関係機関と

連携して資料作成し提供しております。

分かりやすい具体的な説明とすべく、相手の立場や

状況に応じ、説明内容や説明方法に工夫を凝らし

て、相手の理解が得られるよう、提供先に改善点を

聞き取るなど評価を行い改善に努めて参ります。

【委員意見】

○課題「地域資源活用による農村振興」の「島野菜

の掘り起こし」に関して、現状はカンショの取り組

みであるが、他の多くの島野菜での検討はしてない

のか。地元民よりも来訪する国内外の観光客の島野

菜への需要があると思うので、課題化を要望する。

【改善策】

○島ヤサイの課題につきましては、現体制では要請

対応としているところです。ご指摘のとおり、国内

外の観光客が「沖縄らしさ」を求めて来県している

中にあって、島ヤサイの振興は重要であり、現課題

においては、ゴーヤーの新品種導入普及やカンダバ

ーの産地育成、ハンダマ（スイゼンジナ）の展示ほ

を設置し栽培技術の確立に取り組んでおります。

今後は、市町村振興計画や地域の要望も踏まえ、関

係機関と調整・検討を重ね、島ヤサイとして位置づ



けられた 28品目の中から課題展開が必要な品目に
ついて取り組んで参ります。



項 目 評価された事項 問題点として指摘された事項（改善策も含む）

Ⅱ 【委員意見】

組織的、 ○人員が削減される中に ○指導員個々の活動が本人の資質向上はもとより組

継続的な あって、活動体制はいず 織全体の能力向上につながることを可能とする活動

活動につ れの評価視点でも一定の 体制の構築が重要である。

いて 水準を満たしている。 【改善策】

○普及指導員の資質向上につきましては個々のスキ

○２７人の限定された職 ルや経験年数、発達段階に合わせて、国・県・セン

員数で普及企画、地域特 ターのそれぞれの段階で研修を実施し、また１人１

産振興、園芸技術普及、 課題の調査研究や展示ほ設置等をとおして資質向上

及び久米島、南北大東島 を図っております。

での活動体制はチームワ 人員削減の中にあって、効率的・効果的な普及活動

ークが現場に活かされて と合わせて、普及指導員の資質向上（必要な知識と

いる。 技術、普及指導方法等）を図るためには、より重点

化した課題設定とＯＪＴによる活動を構築したいと

○臨時職員の活用をうま 考えております。

くこなしている。

【委員意見】

○引き継ぎがしっかりな ○マンゴー農家のサクセスストーリーなどメディア

され、普及活動の動きが で取り上げ話題づくりをしてほしい。マンゴー生産

見られ、農家とのコミュ 者の「夜酒を飲みながら、自分のマンゴーを食べ

ニケーションも把握され て、おいしくて涙が流れた」という言葉は素朴で生

ている。 産者ならではの渋味あふれる言葉である。職員には

よき取材者となり、農家の人間力も引き出してほし

い。

【改善策】

○普及センターでは、普及情報誌「ふぇーぬ風」に

おいて、新規就農者や優良農家の紹介を行ってお

り、ホームページにも掲載しております。

ご指摘のとおり、普及指導員の基礎は科学に裏付け

られた知識と技術、農家の声に応えられる人間力に

あります。ご提言のように、農家の声や思いは、普

及活動で得られる「苦楽」の醍醐味です。ＯＢの知

恵と経験も継承しつつ、職員間の情報共有も深め、

可能な限り農家や産地のサクセスストーリーを掘り

起こし、ＰＲ活動に努めて参ります。

【委員意見】

○圃場の見回り回数が少なくなっていると思うが、

いかがか。

【改善策】

○普及センターでは効率的な普及活動を実施するた

め、課題及び指導対象の重点化により、集中的に指

導助言を行い、その成果を地域へ波及させる普及活

動を展開しております。

生産農家へ足を運ぶことは、生産農家への技術指導

や情報提供だけでなく、現状及び課題把握など、普

及活動を行う上で重要な活動だと考えております。

今後も、巡回時間の確保に努め、迅速かつ効果的な



普及活動を展開していきます。その為には、限られ

た人員で活動時間を効率的に確保できるよう、所内

の活動体制や事務分掌の見直し等も含め取り組んで

参ります。

【委員意見】

○普及職員の不足からか、コミュニケーションも限

られた農家になってしまいもっと多くの農家に足を

運んでほしい。また、現場への指導に力を入れるた

め職員の増員を望む。

【改善策】

○多くの生産農家へ足を運ぶことの、重要性、必要

性は先述したとおりですが、人員削減の中、広域的

に生産農家とのコミュニケーション不足が生じてい

る現状はご指摘のとおりです。主務課、部局をとお

し人員配置は要求して参りますが、活動体制等も検

討を重ねて、多くの農家に足が運べるよう努めて参

ります

【委員意見】

○普及指導員の人事異動が早く感じるので改善して

ほしい。

【改善策】

○県では、沖縄県職員人事管理基本方針に基づき、

毎年度定期人事異動等実施要領が策定され、現所属

において３年以上勤務することになる職員は原則と

して定期人事異動の対象となっております。

農林水産部内では、農業改良普及組織、試験研究機

関、行政（本庁勤務）等の各分野でジョブローテー

ションを行い、スキルアップや人材育成に取り組ん

でいるところです。

人事異動に伴い普及活動が滞ることは避ける必要が

ありますので、継続的な普及活動が展開できるよう

努めて参ります。

【委員意見】

○普及員の人員が限られているなか、重点農家を選

定して指導する手法が一部採用されているが、濃密

指導を受ける農家がいる一方で、地域での栽培技術

の高位平準化を進めるには限界があると思う。生産

部会等の集団を対象とした普及指導体制にさらに特

化して、JAや市町村と連携した効率的運用も検討
すべきと考える。

【改善策】

○現在の濃密指導（重点指導）は、JAや市町村の
関係機関と調整し、生産部会等の集団の中から重点

指導対象を選定し、産地リーダーの育成による波及

効果を狙った普及活動となっております。

しかしながら、講習会や現地検討会に参加しない生

産農家も実際いることから、栽培技術の高位平準化

等の推進には限界があることはご指摘のとおりで



す。今後も、JAや市町村等と連携した普及活動が
効率よく展開できるよう検討して参ります。

【委員意見】

○系統外農家も行政がなんからの形で集団化を進め

る必要があるのではないか。

【改善策】

○系統外農家につきましては、既存機能の集団化

（農業青年クラブ、指導農業士会、機械士会、肉用

牛研究クラブ、みなみの味グリーン・ツーリズム

等）にて支援しております。

また、キク、アテモヤ、かぼちゃにおいて、自主的

に研究グループ等を結成し、勉強会を行っている生

産者もおり、普及指導員が講習会や現地検討会等の

講師を担い支援している例もあります。

しかし、他の系統外農家は、生産品目も多く、栽培

方法や出荷先等、独自の経営方針に基づき営農され

ている方も多いので集団化は難しいと考えておりま

す。これについては、必要性を含めて検討したいと

思います。



項 目 評価された事項 問題点として指摘された事項（改善策も含む）

Ⅲ 【委員意見】

普及活動 ○各項目について、いず ○成果目標の達成については、一部未達成のものも

成果及び れも一定の水準を満たし あるので、計画・取り組み方法も合わせた検討が必

評価手法 ている。 要である。普及成果の評価をどのように行うかにつ

について いてはアウトカムの視点を加える必要がある。

○新規農業者をはじめ生 【改善策】

産農家の普及センターへ ○普及センターにおける「沖縄県 21世紀ビジョン
の信頼は大きい。「目標 実施計画」や「沖縄 21世紀農林水産業振興計画」
値の見直し」など今後の の施策展開に係る平成 28年成果指標（拠点産地
視点を現実的に見つめる 数、生産量、新規就農者数等）は概ね達成していま

姿勢は健全である。 すが、目標の未達成課題については、評価項目の妥

当性や取り組み方法も含めて、中間評価、年度末評

○農家の話からも信頼関 価を行い、検討し見直します。また、アウトカムの

係は大いに受け止められ 視点についても検討して参ります。

た。

【委員意見】

○計画を立て、農家を引 ○課題別活動が地域農業全体にどのような成果をも

っ張り上げ、成果を出し たらしたかの評価も重要である。

ているのも実践できてい 【改善策】

る。 ○普及活動は、中間（年中）、年度末（1年）、総合
評価（3年／ 5年）、外部評価（3年）の評価を実施

○各項目に関して、適正 しております。地域全体の評価については、総合評

な運用を行っていると評 価の中で行っております。

価できる。

【委員意見】

○以前南部地域では、特に女性農家を中心に環境と

調和した農業生産の活動が注目されていた。先進的

な活動として前例をもとに今一度取り組んでほしい

【改善策】

○現在、普及センターでは、環境と調和した農業生

産活動支援として、エコファーマー、特別栽培農産

物、ＧＡＰの課題を取り上げ、所内各分野の職員が

連携して、対象農家の支援に取り組んでおります。

女性農業者が持つ視点は、環境保全型農業の実践や

個々の農業経営、地域農業の活性化に役割を発揮し

ていることから、引き続き支援して参ります。



３ 外部第三者評価の説明・提出資料名一覧

①事前説明会資料

沖縄県普及事業外部第三者評価実施要領

沖縄県普及事業外部第三者評価委員会設置要領

普及事業の概要と普及活動評価の仕組みについて

平成 26年度普及事業外部第三者評価実施結果報告書（南部）
普及センター事前提出資料

（普及指導基本計画書（H22～ 26年、H27～ 31年）、普及活動計画書（H26～ 28
年）・年度評価書（H26～ 28年）・普及活動実績(H26～ 28年）・南部地区農業改良普
及推進協議会検討経過報告書（H26～ 28年））

②南部農業改良普及センター

委員会資料

４ その他特記事項

特になし


